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こ
の
糺
文
で
は
・
「
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
詩
教
育
」
論
に
も
と
づ
い
て
・
中
学
校
の

「
視
写
」
指
導
の
実
践
事
例
を
分
析
す
る
。
こ
の
実
践
は
、
拙
著
『
新
し
い
詩
教
育

の
理
論
』
で
提
起
し
た
指
導
論
の
う
ち
、
「
詩
が
教
え
る
位
相
」
の
試
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
一
　
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
詩
集
『
四
季
の
歌
』

　
足
立
郁
夫
氏
（
大
阪
・
築
港
中
学
校
）
の
指
導
さ
れ
た
、
並
真
帆
編
『
私
の
詩
文

集
』
と
い
う
ノ
ー
ト
が
あ
る
。
表
紙
に
は
、
作
者
ら
し
い
一
人
の
少
女
が
描
か
れ
て

い
る
。
桜
の
花
ふ
ぶ
き
の
風
景
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
少
女
は
詩
を
読
ん
で
い
る
、

と
い
う
設
定
の
絵
で
あ
る
。

　
表
紙
を
め
く
る
と
、
次
の
，
よ
う
な
「
目
次
」
が
あ
る
。

春
の
歌

－
　
春
の
朝
（
ブ
ラ
ウ
ニ
ソ
グ
）
－
・

2
　
花
ふ
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き
（
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本
越
郎
）
－
・

3
春
（
阪
本
遼
）
・
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大
学
教
育
学
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要
（
教
育
科
学
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・
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・
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足

　
野
の
ま
つ
り
（
新
川
和
江
）
－
－

　
楢
の
若
葉
（
大
木
実
）

　
春
（
安
西
冬
衛
）
…

　
菜
畑
（
野
長
瀬
正
夫
）
・
・

　
野
良
道
（
山
村
暮
鳥
）

　
春
の
ブ
ド
ウ
園
（
大
江
満
雄
）
・

夏
の
歌

　
耳
（
コ
ク
ト
ー
）
…
：

　
草
に
寝
て
（
立
原
道
造
）
－
…

　
太
陽
（
西
脇
順
三
郎
）
・
・

　
水
の
中
の
世
界
（
吉
田
瑞
穂
）
・

　
雑
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（
北
川
冬
彦
）
…
…
…
－
－

　
雨
（
た
か
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し
ひ
ろ
ゆ
き
）
…

　
蝉
（
丸
山
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）

　
夕
立
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村
野
四
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…
－
－
・

立
　
悦
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水
ヲ
ク
ダ
サ
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（
原
民
喜
）
…
・
：

　
か
ぽ
ち
ゃ
の
つ
る
が
（
原
田
直
友
）

　
ぐ
り
ま
の
死
（
草
野
心
平
）
…
・

　
忘
れ
も
の
（
高
田
敏
子
）
…
…

秋
の
歌

　
秋
（
リ
ル
ケ
）
・

　
丹
波
氷
上
（
深
尾
須
磨
子
）
…
－
…
・

　
山
か
ら
の
贈
り
物
（
高
村
光
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郎
）

　
木
（
八
木
重
吉
）
－
…

　
秋
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流
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八
）
…
…
：
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中
学
校
一
年
生
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
「
春
の
歌
」
「
夏
の
歌
」
「
秋
の
歌
」
と
つ
づ

き
、
「
秋
の
歌
」
は
途
中
で
切
れ
て
い
る
。
国
語
の
授
業
が
、
い
ま
、
二
学
期
の
半

ば
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
私
た
ち
の
研
究
会
の
、
一
〇
月
例
会
で
発
表
さ
れ

た
実
践
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
「
秋
の
歌
」
は
こ
の
あ

と
何
編
か
つ
づ
き
、
冬
に
な
る
と
「
冬
の
歌
」
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
ノ
ー
ト

は
、
三
学
期
の
最
後
の
授
業
の
日
ま
で
書
き
つ
づ
け
ら
れ
て
い
く
。

　
ノ
ー
ト
を
め
く
っ
て
み
る
と
、
「
目
次
」
の
順
に
作
品
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
「
春
の
歌
」
は
、
次
の
詩
で
あ
る
。

春
の
朝

ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

上
田
　
敏
・
訳

時
は
春
、

　
　
あ
し
た

日
は
朝
、

朝
は
七
時

片
岡
に
露
み
ち
て
、

場
雲
雀
な
の
り
い
で
、

か
た
つ
む
り

蝸
牛
枝
に
這
い
、

神
、
そ
ら
に
知
ろ
し
め
す
。

す
べ
て
世
は
事
も
な
し
。

　
上
田
敏
訳
詩
集
『
海
潮
音
』
（
明
治
3
8
年
）
所
収
の
、
よ
く
知
ら
れ
た
翻
訳
詩
で

あ
る
。
四
月
は
じ
め
の
季
節
に
、
い
か
に
も
ぴ
っ
た
り
の
詩
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、

こ
の
教
師
が
中
学
生
の
こ
ろ
に
愛
唱
し
て
い
た
詩
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
「
先
生
が
、

み
ん
な
の
年
頃
に
、
大
好
き
だ
っ
た
詩
で
す
」
と
言
っ
て
、
板
書
さ
れ
た
詩
で
あ
っ

た
。　

生
徒
の
ノ
ー
ト
に
は
、
枝
に
は
う
か
た
つ
む
り
の
絵
が
そ
え
て
あ
り
、
「
春
の
朝

の
す
が
す
が
し
く
、
さ
わ
や
か
で
平
和
な
感
じ
が
と
て
も
気
に
入
っ
た
」
と
、
短
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
た
か
た
つ
む
り

感
想
が
書
か
れ
て
い
る
。
「
朝
」
　
「
蝸
牛
」
　
「
知
ろ
し
め
す
」
「
事
も
な
し
」
な
ど
、

文
語
体
の
表
現
が
あ
る
が
、
「
正
確
に
書
き
写
す
よ
う
に
」
と
い
う
指
示
だ
け
で
、

く
わ
し
い
解
説
は
な
さ
れ
な
い
。
こ
の
指
導
で
は
、
詩
と
の
「
ま
る
ご
と
」
の
出
会

い
を
重
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
春
の
歌
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
詩
も
あ
る
。

春

阪
本
　
遼
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お
か
ん
は
た
っ
た
ひ
と
り

峠
田
の
て
っ
ぺ
ん
で
鍬
に
も
た
れ

大
き
な
空
に

ち
っ
ち
ゃ
い
か
ら
だ
を

ぴ
ょ
っ
く
り
浮
か
し
て

空
い
っ
ぱ
い
に
な
く
雲
雀
の
声
を

じ
っ
と
聞
い
て
い
る
や
ろ
で

里
の
方
で
　
牛
が
な
い
た
ら

　
　
　
　
ひ
び
き

じ
っ
と
　
余
韻
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
る
や
ろ
で

大
き
い
　
美
し
い

春
が
ま
わ
っ
て
く
る
た
ん
び
に

お
か
ん
の
年
が
よ
る
の
が

目
に
見
え
る
よ
う
で
　
か
な
し
い

お
か
ん
が
み
た
い

　
生
徒
の
ノ
ー
ト
に
は
、
山
の
畑
で
空
を
見
上
げ
て
い
る
老
女
の
絵
が
描
か
れ
、
「
春

と
お
母
さ
ん
の
感
じ
が
、
と
て
も
ぴ
っ
た
り
し
て
い
て
、
母
を
思
う
や
さ
し
さ
が
じ

い
ん
と
伝
わ
っ
て
き
た
」
と
、
感
想
が
書
い
て
あ
る
。

　
こ
の
詩
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
の
で
、
三
違
の
作
品
で
あ
る
が
、
例
外
的
に

一
回
で
視
写
さ
れ
て
い
る
。
故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
す
詩
人
の
、
母
を
お
も
う
大
人
の

情
感
で
あ
り
、
一
年
生
に
は
少
し
む
つ
か
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
ゆ
っ
く
り
と
視

　
　
　
　
　
　
視
写
す
る
力
－
詩
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育
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的
研
究
一
5
一
（
足
立
）

写
し
て
い
く
こ
と
で
、
．
か
な
し
い
情
感
は
伝
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
目
次
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
と
の
春
の
詩
も
、
多
彩
な
作
品
が
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
季
節
感
に
合
う
こ
と
と
、
中
学
一
年
生
と
い
う
学
習
老
の
興
味
・
関
心
を

ふ
ま
え
た
選
定
で
あ
る
。
こ
の
配
列
は
、
予
め
決
め
て
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
一
編

ず
つ
、
そ
の
つ
ど
探
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
。
教
師
と
し
て
も
、
「
詩
と
の
出
会
い
」

を
大
事
に
し
た
い
、
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
六
月
の
終
り
頃
か
ら
、
「
夏
の
詩
」
に
な
っ
て
い
っ
た
。

耳
私
の
耳
は
貝
の
か
ら

海
の
響
を
な
つ
か
し
む

草
に
寝
て

　
一
六
月
の
あ
る
日
曜
目
に
）

コ
ク
ト
ー

堀
口
大
学
・
訳

立
原
道
造

そ
れ
は
　
花
に
へ
り
ど
ら
れ
た
　
高
原
の

林
の
な
か
の
草
地
で
あ
っ
た
　
小
鳥
ら
の

た
の
し
い
唄
を
く
り
か
え
す
　
美
し
い
声
が

ま
ど
ろ
ん
だ
耳
の
そ
ば
に
　
き
こ
え
て
い
た

私
た
ち
は
　
山
の
あ
ち
ら
に

青
く
光
っ
て
い
る
空
を
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（
5
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（
足
立
）

　
　
淡
く
　
な
が
れ
て
い
く
雲
を

　
　
な
が
め
て
い
た
　
言
葉
す
く
な
く

　
　
－
し
あ
わ
せ
は
　
ど
こ
に
あ
る
？

　
　
山
の
あ
ち
ら
の
　
あ
の
青
い
空
に
　
そ
し
て

　
　
そ
の
下
の
　
ち
い
さ
な
　
見
知
ら
な
い
村
に

　
　
私
た
ち
の
　
心
は
　
あ
た
た
か
だ
っ
た

　
　
山
は
　
優
し
く
　
陽
に
て
ら
さ
れ
て
い
た

　
　
希
望
と
夢
と
　
小
鳥
と
花
と
　
私
た
ち
の
友
達
だ
っ
た

　
全
く
対
照
的
な
作
品
で
あ
る
。
「
耳
」
は
、
イ
メ
ー
ジ
性
の
つ
よ
い
前
衛
的
な
短

詩
で
あ
り
、
「
草
に
寝
て
」
は
、
ソ
ネ
ッ
ト
形
式
の
、
四
季
派
の
代
表
的
な
叙
清
詩

で
あ
る
。
作
風
・
形
式
と
も
に
、
全
く
更
な
る
二
編
で
あ
る
。
前
者
は
一
連
だ
か
ら

一
回
で
、
後
者
は
四
連
だ
か
ら
四
回
で
書
き
写
さ
れ
て
い
っ
た
。
前
者
の
二
行
詩
と
、

後
者
の
ソ
ネ
ッ
ト
（
十
四
行
詩
）
と
で
は
、
内
容
だ
け
で
な
く
、
そ
の
異
質
な
形
式

に
お
い
て
も
、
視
写
し
て
い
く
上
で
全
く
違
っ
た
手
応
え
を
経
験
し
た
と
思
わ
れ
る
。

生
徒
の
ノ
ー
ト
に
は
、
清
景
に
合
っ
た
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頁
に
「
夏

の
海
を
思
い
出
し
た
」
「
私
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
一
目
を
ゆ
っ
く
り
す
ご
し
て
み

た
い
と
思
っ
た
」
と
、
感
想
が
書
か
れ
て
い
た
。

　
秋
の
季
節
に
な
る
と
、
「
秋
の
詩
」
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
詩
が
視

写
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ル
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
野
覇
々
・
訳

葉
が
落
ち
る
　
と
お
く
か
ら
の
よ
う
に
落
ち
る
。

大
空
の
と
お
い
園
が
か
れ
る
よ
う
に
、

も
の
を
否
定
す
る
み
ぶ
り
で
落
ち
る
。

そ
う
し
て
お
も
い
地
は
夜
々
に

あ
ら
ゆ
る
星
の
な
か
か
ら
寂
蓼
落
ち
る
。

我
々
は
す
べ
て
落
ち
る
。
こ
の
手
も
落
ち
る
。

ほ
か
の
も
の
を
ご
ら
ん
、
す
べ
て
落
下
が
あ
る
。

し
か
し
ひ
と
り
い
る
、
こ
の
落
下
を

か
ぎ
り
な
く
や
さ
し
く
両
手
で
さ
さ
え
る
も
の
が

　
　
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
重
吉

　
よ
っ
き
り
と

　
も
う
秋
だ
な
と
お
も
う
こ
ろ
は

　
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
好
き
に
な
っ
て
く
る

　
あ
か
る
い
目
な
ぞ

　
大
き
な
木
の
そ
ば
へ
行
っ
て
い
た
い
き
が
す
る

こ
の
二
編
も
ま
た
、
全
く
対
照
的
な
作
品
で
あ
る
。

と
も
に
木
を
題
材
と
し
な
が
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ら
、
「
秋
」
は
、
落
下
と
い
う
哲
学
的
な
重
い
主
題
を
も
っ
た
難
解
な
詩
で
あ
り
、
「
木
」

は
、
宗
教
的
な
色
合
い
を
も
っ
た
繊
細
な
詩
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
題
材
で
あ
り
な

が
ら
、
全
く
違
っ
た
タ
イ
プ
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
異
質
さ
に
、
視
写
教
材
と
し
て

の
選
定
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
詩
で
も
っ
て
、
多
面
的
な
見
方
を
育
て
て
い

く
上
で
、
こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
は
有
効
で
あ
る
。

　
こ
の
ノ
ー
ト
は
「
秋
の
歌
」
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
、
「
冬
の
歌
」
に
移
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
こ
の
試
み
に
は
、
細
か
な
指
導
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

「
視
写
」
だ
け
で
も
っ
て
、
詩
の
全
体
を
ま
る
ご
と
受
容
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。

「
詩
を
教
え
る
」
の
で
は
な
く
、
「
詩
が
教
え
る
」
と
い
う
指
導
観
と
い
え
る
。

「
詩
の
力
」
と
「
視
写
の
力
」
に
対
す
る
教
師
の
絶
大
な
信
頼
が
あ
る
。

　
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
詩
」
に
お
い
て
、
一
編
の
詩
を
え
ら
ぶ
に
は
、
教
師
の
細
か

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
「
四
季
の
詩
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
そ
の
季
節
に

合
っ
た
一
編
の
詩
を
え
ら
び
だ
す
。
作
品
の
難
易
度
や
生
徒
た
ち
の
関
心
度
を
も
考

慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
作
品
の
長
さ
、
作
風
の
配
列
に
も
、
細
か
な
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
国
語
教
科
書
の
既
成
の
詩
を
指
導
す
る
の
と
違
い
、
教
材
の
す
べ
て

を
、
み
ず
か
ら
開
発
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
教
材
体
系
を
み
ず
か
ら
の
手

で
構
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
「
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
詩
」
の
指
導

は
、
国
語
教
師
と
し
て
、
詩
に
関
す
る
総
合
的
な
力
量
を
問
わ
れ
る
試
み
で
あ
る
。

二
　
『
私
の
詩
文
集
』
づ
く
り
の
実
践

　
足
立
郁
夫
氏
は
、
「
楽
し
い
『
私
の
詩
文
集
』
づ
く
り
」
（
『
国
語
の
教
育
と
研
究
』

2
号
　
一
．
九
七
八
・
八
　
国
語
の
教
育
と
研
究
を
結
ぶ
会
）
と
い
う
実
践
報
告
で
、

視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
（
5
）

（
足
立
）

前
章
で
み
て
き
た
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
『
四
季
の
歌
』
の
原
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
報
告
に
は
、
S
子
と
い
う
生
徒
の
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
、
一
年
間
の
歩
み
が
記
述

さ
れ
て
い
る
。
一
年
間
の
歩
み
に
即
し
て
、
「
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
詩
教
育
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
こ
の
実
践
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　
－
　
『
私
の
詩
文
集
』
の
「
も
く
じ
」

　
S
子
の
ノ
ー
ト
の
「
も
く
じ
」
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
も
く
じ
」

は
、
三
学
期
の
最
後
の
授
業
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

21
も
く
じ

樹
木
（
草
野
心
平
）
…
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1

死
ん
だ
少
女
一
ナ
ジ
ム
・
ヒ
ク
メ
ッ
ト
　
峰
俊
夫
訳
）

3
　
目
本
の
漁
夫

412111098765

（
ナ
ジ
ム
・
ヒ
ク
メ
ッ
ト

胸
の
ど
き
ど
き
と
く
ち
び
る
の
ふ
る
え
と

　
郎
）
…

三
目
間
の
健
康
（
大
島
み
ち
子
）
・
　
　
・

僕
の
夢
（
大
山
光
夫
）
－
－
・
：
・

わ
れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
（
す
え
て
つ
こ
）

ふ
え
の
音
（
自
作
）
…
・

明
目
の
愛
（
山
口
洋
子
）
・

あ
い
う
え
お
・
ん
（
鶴
見
正
夫
）
…
－

日
本
語
の
お
け
い
こ
（
谷
川
俊
太
郎
）
…

い
る
か
一
谷
川
俊
太
郎
）
－

・
・
り
ム

峰
俊
夫
訳
）

　　　　　　　　　　　　　　　　国
　　　　　　　　　　　　　　　　竺

2219161514121197太3
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視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
（
5
）

（
足
立
）

こ
と
こ
一
谷
川
俊
太
郎
）
…
　
　
　
　
　
　
　
・
－
2
3

ま
た
（
谷
川
俊
太
郎
）
…
…
…
－
…
…
－
・
－
　
…
ぺ
・
2
4

秋
の
夜
の
会
話
（
草
野
心
平
）
…
・
－
…
－
　
　
…
－
2
5

い
ぼ
（
草
野
心
平
）
－
…
…
…
…
…
…
・
－
二
：
…
…
…
2
6

凧
（
深
尾
須
磨
子
）
・
－
　
　
　
　
　
：
：
2
8

ひ
と
く
い
ど
じ
ん
の
サ
ム
サ
ム
（
谷
川
俊
太
郎
）
　
2
9

さ
よ
う
な
ら
の
歌
（
佐
野
美
津
男
）
・
　
　
　
・
…
・
3
1

千
曲
川
族
情
の
歌
（
島
崎
藤
村
）
・
…
…
…
…
…
…
・
3
3

初
恋
（
島
崎
藤
村
）
…
…
…
－
…
…
－
・
・
　
　
…
－
3
5

人
を
恋
ふ
る
歌
（
与
謝
野
鉄
幹
）
－
…
・
…
　
　
－
－
3
7

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
（
宮
沢
賢
治
）
…
…
…
…
…
…
・
－
…
3
9

あ
と
が
き
…
：
－
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
　
　
　
…
4
2

　
中
学
校
の
教
科
書
に
は
、
一
学
年
に
、
三
∫
四
編
の
詩
教
材
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
般
に
中
学
生
た
ち
は
、
三
年
間
で
一
〇
編
て
い
ど
の
詩
を
学
習
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
実
践
は
、
一
年
間
で
二
十
三
編
も
の
作
品
が
教
材
化
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
国
語
教
科
書
で
は
、
ふ
つ
う
に
は
「
詩
の
単
元
」
と
し
て
組
ま
れ
る

の
で
、
あ
る
時
期
に
集
中
し
て
指
導
さ
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
こ
の
実
践
は
、
一

年
間
を
通
じ
て
休
み
な
く
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　
指
導
老
の
足
立
郁
夫
氏
は
、
こ
の
指
導
に
当
た
っ
て
、
「
だ
れ
も
が
親
し
め
、
そ

し
て
高
ま
る
詩
の
教
育
は
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
研
究
目
的
を
も
っ
て
い

た
。
い
ろ
い
ろ
な
調
査
デ
ー
タ
か
ら
も
、
国
語
科
の
な
か
で
、
文
学
、
説
明
文
に
く

ら
べ
て
、
詩
教
材
は
、
そ
れ
ほ
ど
「
親
し
」
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
「
高
ま

る
詩
の
教
室
」
は
な
か
な
か
作
り
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
実
践
の

ね
ら
う
「
親
し
め
る
詩
の
教
育
」
「
高
ま
る
詩
の
教
育
」
は
、
現
在
の
詩
教
育
の
現

状
に
対
し
て
、
有
意
義
な
提
案
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
私
が
、
こ
の
教
育
実
践
に
注

目
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
2
　
一
学
期
の
実
践

　
こ
の
実
践
の
「
導
入
」
に
お
い
て
、
足
立
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
学

年
は
、
中
学
校
一
年
生
、
昭
和
五
〇
年
度
の
実
践
で
あ
る
。

《
最
初
の
国
語
の
時
間
に
お
お
か
た
の
生
徒
が
、
横
け
い
の
大
学
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

い
た
。
入
学
式
の
お
り
に
購
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
別
に
縦
げ
い
（
A
5
判
）
の

ノ
ー
ト
を
用
意
し
て
お
く
よ
う
伝
え
て
お
く
。
詩
の
ノ
ー
ト
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

二
時
問
目
、
詩
の
ノ
ー
ト
の
と
り
方
、
作
り
方
を
話
す
。
表
紙
に
「
私
の
詩
文
集
」

「
わ
た
し
の
詩
文
集
」
「
僕
の
詩
文
集
」
な
ど
、
題
を
付
け
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

自
由
で
あ
っ
た
。
一
中
略
）
氏
名
の
と
こ
ろ
へ
は
「
阿
部
弘
治
編
」
「
有
家
美
和
子
編

著
」
と
書
く
よ
う
に
し
た
。
「
編
」
と
か
「
編
著
」
と
か
い
う
言
葉
を
添
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
徒
は
目
を
輝
か
せ
た
。
表
紙
に
カ
ッ
ト
も
自
由
に
描
か
せ
た
。
》

　
一
冊
の
縦
け
い
の
ノ
ー
ト
を
準
備
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
年
に
及
ぶ
実
践
は
始

ま
っ
た
。
表
紙
に
「
編
」
「
編
著
」
と
書
く
こ
と
で
、
「
生
徒
は
目
を
輝
か
せ
た
」
と

い
う
。
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
小
学
校
の
と
き
、

何
十
冊
も
の
ノ
ー
ト
を
使
用
し
て
き
て
い
る
が
、
表
紙
に
「
編
」
「
編
著
」
と
書
く

ノ
ー
ト
は
な
か
っ
た
。
指
導
者
と
し
て
は
、
自
分
の
手
で
編
集
す
る
ノ
ー
ト
と
い
う

自
覚
を
も
た
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
余
白
に
カ
ッ
ト
類
を
描
か
せ
る
試

み
は
、
さ
き
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
『
四
季
の
歌
』
に
も
応
用
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
詩
文
集
の
最
初
の
詩
に
は
、
教
科
書
の
教
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

樹
木

草
野
心
平
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若
葉
は
光
と
も
つ
れ
あ
い
。

く
す
ぐ
り
あ
い
。

陽
が
か
げ
る
と
不
思
議
が
っ
て
き
き
耳
を
た
て
。

そ
よ
風
が
吹
け
ば
。

枝
々
は
が
ま
ん
が
き
か
ず
ざ
わ
め
き
た
ち
。

毛
根
た
ち
は
ポ
ン
プ
に
な
り
。

か
け
足
で
あ
が
り
。

枝
々
に
わ
か
れ
。

葉
っ
ぱ
は
恥
も
外
聞
も
な
く
は
だ
か
に
な
り
。

く
ま
ど
り
の
顔
で
。

歓
声
を
あ
げ
。

　
春
の
若
々
し
い
樹
木
を
う
た
っ
た
詩
で
あ
る
。
視
写
し
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は
不

思
議
な
手
ざ
わ
り
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
詩
の
よ
う
に
、
見
え
ざ

る
樹
木
の
内
部
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
全
行
に

句
点
を
打
つ
の
は
、
こ
の
詩
人
に
独
自
の
表
記
法
で
あ
る
。
句
点
で
切
れ
て
、
イ
メ
ー

ジ
の
上
で
つ
な
が
っ
て
い
く
、
そ
の
微
妙
な
手
応
え
は
、
音
読
よ
り
、
視
写
に
よ
っ

て
よ
り
確
か
な
手
応
え
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
詩
を
ノ
ー
ト
に
視
写
す
る
と
き
に
、
次
の
よ
う
な
指
示
が
与
え
ら
れ
た
。

《
生
徒
に
は
、
詩
の
ノ
ー
ト
の
最
初
の
一
ぺ
ー
ジ
を
飛
ば
し
て
、
ニ
ペ
ー
ジ
の
と
こ

ろ
へ
視
写
さ
せ
た
。
一
ぺ
ー
ジ
の
空
欄
へ
は
、
一
年
間
の
終
り
に
「
も
く
じ
」
を
書

き
入
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
視
写
し
た
詩
の
あ
と
へ
「
短
い
感
想
」
と
書
い
て
、
い

つ
で
も
自
由
に
感
想
を
書
け
ば
よ
い
よ
う
に
話
し
て
お
い
た
。
「
一
口
感
想
」
と
か
、

視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
（
5
）

（
足
立
）

「
一
ロ
メ
モ
」
と
し
て
括
い
て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
る
。
詩
で
あ
る
か
ら
ノ
ー

ト
の
下
の
方
が
残
る
。
そ
こ
へ
、
さ
し
絵
や
カ
ッ
ト
を
あ
し
ら
う
よ
う
に
し
た
。
感

想
画
や
感
想
音
楽
な
ど
、
何
を
添
え
て
も
い
い
よ
う
に
話
し
た
。
》

　
こ
の
指
示
を
み
る
と
、
最
初
か
ら
、
詩
と
絵
を
組
み
合
わ
せ
た
「
詩
画
集
」
の
よ

う
な
文
集
が
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
二
つ
め
の
視
写
は
、
「
死
ん
だ
少
女
」
一
ナ
ジ
。
ム
・
ヒ
ク
メ
ッ
ト
　
峰
俊
夫
訳
）
と

い
う
作
品
で
あ
る
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
、
七
才
の
少
女
を
描
い
た
作

品
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
「
先
生
の
好
き
な
詩
」
と
い
う
こ
と
で
え
ら
ば
れ
た
。
教

師
に
よ
る
「
わ
た
し
の
好
き
な
詩
」
の
提
示
は
、
こ
の
国
語
教
師
が
、
教
科
書
の
外

に
詩
の
世
界
を
も
っ
て
い
る
こ
と
の
表
現
で
あ
る
。
「
死
ん
だ
少
女
」
の
あ
と
に
は
、

同
じ
詩
人
の
「
日
本
の
漁
夫
」
と
い
う
詩
が
教
材
化
さ
れ
た
。
生
徒
た
ち
の
反
応
を

み
て
、
好
評
だ
と
、
つ
ぎ
に
同
じ
詩
人
の
作
品
が
つ
づ
く
。
「
つ
づ
け
よ
み
」
で
あ

る
。
視
写
は
あ
く
ま
で
、
生
徒
自
身
の
学
習
活
動
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
選
定
基
準

と
い
え
る
。

　
「
視
写
」
は
、
国
語
の
授
業
の
は
じ
め
の
五
分
ぐ
ら
い
で
行
わ
れ
た
。
一
回
分
に

四
、
五
行
を
目
安
と
し
、
「
死
ん
だ
少
女
」
だ
と
全
五
連
だ
か
ら
、
終
わ
る
ま
で
五

時
間
を
か
け
る
。
視
写
は
、
し
か
し
、
必
ず
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の
で
は
な
く
、

二
行
に
何
分
も
か
け
る
生
徒
が
い
る
。
左
手
で
書
く
癖
の
つ
い
て
い
る
生
徒
も
い

る
。
遅
く
て
も
い
い
か
ら
、
正
し
く
書
き
写
す
よ
う
指
導
し
た
」
と
い
う
。
中
学
校

の
国
語
の
授
業
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
づ
に
一
年
間
を
と
お
し
て
視
写
の
場
面
を
観
察

し
、
個
々
σ
生
徒
の
視
写
の
実
態
に
接
す
る
機
会
は
少
な
い
。

　
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
主
題
を
追
求
す
る
と
き
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
⑤
・
⑥
・
⑦

と
い
う
作
品
の
流
れ
に
、
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
あ
る
目
．
の
こ
と
、
足
立
氏
が
図
書
室
の
当
番
を
し
て
い
る
と
、
担
当
ク
ラ
ス
の
女
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視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
（
5
）

（
足
立
）

子
生
徒
が
『
愛
と
死
を
見
つ
め
て
』
一
河
野
実
・
大
島
み
ち
子
）
と
い
う
、
か
な
り

古
い
本
を
一
心
に
読
ん
で
い
た
と
い
う
。
白
血
病
で
死
期
の
近
い
女
性
と
、
そ
れ
を

励
ま
す
大
学
生
の
往
復
書
簡
集
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
、
そ
の
本
の
詩
が
視
写
に
使
わ

れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
生
徒
の
「
好
き
な
詩
」
と
し
て
、
生
き
た
機
会
を
と
ら
え
た
、

い
わ
ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
教
材
化
で
あ
る
。

）

大
島
み
ち
子

病
院
の
外
に
健
康
な
目
を
三
日
く
だ
さ
い
。

一
目
目
、
わ
た
し
は
と
ん
で
故
郷
へ
か
え
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
肩
を
た
た
い
て
あ
げ
て
、

母
と
台
所
に
立
ち
ま
し
ょ
う
。

父
に
熱
か
ん
を
一
本
っ
け
て
、
お
い
し
い
サ
ラ
ダ
を
作
っ
て
、

妹
た
ち
と
楽
し
い
食
卓
を
か
こ
み
ま
し
ょ
う
。

二
日
目
、
と
ん
で
あ
な
た
の
と
こ
ろ
へ
行
き
た
い
。

あ
な
た
と
遊
び
た
い
な
ん
て
い
い
ま
せ
ん
。

お
部
屋
の
お
そ
う
じ
を
し
て
あ
げ
て
、

お
い
し
い
お
料
理
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
の
。

そ
の
か
わ
り
、
お
別
れ
の
と
き
、
や
さ
し
く
キ
ス
し
て
ね
。

三
日
目
、

そ
し
て
、

わ
た
し
は
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
思
い
出
と
遊
び
ま
し
ょ
う

静
か
に
一
目
が
す
ぎ
た
ら
、

三
目
問
の
健
康
あ
り
が
と
う
と
笑
っ
て
、

永
遠
の
眠
り
に
つ
く
で
し
ょ
う
。

　
み
て
の
と
お
り
、
死
を
み
つ
め
る
若
い
女
性
の
恋
歌
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
の
展
開
に
即
し
て
、
三
日
間
で
視
写
さ
れ
た
。
「
連
」
と
い
う
詩
の
形
式
に
即

応
し
た
視
写
で
あ
る
。
「
わ
た
し
は
・
－
」
と
書
き
写
す
と
き
、
想
像
の
上
で
、
生
徒

た
ち
は
、
こ
の
話
者
を
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
他
者
と
い
う
虚
構
を
生
き
る
視

写
で
あ
る
。
指
導
者
は
、
「
多
く
の
女
生
徒
を
感
動
さ
せ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
作
品
に
は
「
題
」
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
視
写
を
指
示
す
る
と
き
、
指
導
者

は
工
夫
し
て
、
生
徒
た
ち
に
題
を
付
げ
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
K
子
は
「
健
康
な

三
日
間
を
く
だ
さ
い
」
、
S
子
は
「
三
日
間
の
健
康
」
と
い
う
題
を
付
け
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
、
「
三
目
間
」
の
重
み
を
、
共
感
的
に
受
け
と
め
た
題
で
あ
る
。
息
の

長
い
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
試
み
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
個
別
化
の
学
習
場
面
を
演
出
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
、
「
僕
の
夢
」
（
大
山
光
夫
）
と
い
う
中
学
三
年
の
作
品
が
教
材
化
さ
れ

て
い
る
。
「
え
ー
と
／
僕
は
な
に
に
な
ろ
う
か
な
／
。
科
学
者
か
な
／
原
子
物
理
学
／

素
粒
子
論
／
相
対
性
理
論
／
近
代
物
理
学
／
…
－
・
・
－
…
…
／
・
－
－
－
・
…
－
・
／
み
ん
な

僕
の
本
だ
／
難
し
い
け
ど
楽
し
い
な
／
で
も
な
に
に
な
る
か
な
／
え
ー
と
／
わ
か
ら

な
い
や
」
と
い
う
作
品
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
散
文
ふ
う
に
書
い
て
み
る
と
わ
か

る
よ
う
に
、
詩
と
い
う
よ
り
、
メ
モ
ふ
う
の
文
章
で
あ
る
。
構
成
も
と
と
の
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
同
年
代
の
作
者
へ
の
親
し
さ
か
ら
か
、
視
写
の
反
響
は
大
き
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
『
一
生
に
一
度
の
願
い
－
病
め
る
子
ら
の
作

品
集
』
と
い
う
本
か
ら
え
ら
ば
れ
た
。
作
者
は
十
五
才
で
亡
く
な
っ
た
中
学
生
で
、
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死
の
直
前
ま
で
好
き
な
物
理
の
本
を
手
放
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
死
を
み
つ
め
た
作

者
と
い
う
、
前
の
詩
と
の
関
連
で
の
選
定
と
思
わ
れ
る
。

　
「
僕
の
夢
」
は
、
い
っ
て
し
ま
え
ば
稚
拙
な
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
足
立
氏
は
、

「
死
に
い
た
る
ま
で
夢
を
失
わ
な
か
っ
た
大
山
君
の
生
き
方
に
、
生
徒
は
共
感
し
た
。

詩
の
持
つ
力
と
は
何
か
。
そ
し
て
ま
た
、
教
育
と
は
ど
う
い
う
仕
事
か
と
、
わ
た
し

自
身
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
視
写
の
手
応
え
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
足
立
氏
は
ま
た
、
「
K
子
さ
ん
も
S
子
さ
ん
も
、
感
想
を
．

す
ば
ら
し
い
絵
で
表
現
し
て
い
る
が
、
『
短
い
感
想
』
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
感
動

が
大
き
す
ぎ
て
、
文
字
に
表
わ
せ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
も
、
述
べ
て
い

る
。
．
同
世
代
の
作
者
に
対
す
る
共
感
的
な
受
容
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
事
例
を
み
る
と
、
作
品
の
完
成
度
と
は
別
に
、
中
学
生
を
ひ
き
つ
け
て
い
く

詩
の
世
界
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
た
め
に
、
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
詩
観
は
、
広

く
多
面
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
づ
く
作
品
は
、
交
通
事
故
で
父
親
を
亡
く
し

た
、
六
才
の
子
ど
も
の
詩
で
あ
る
。

わ
れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
　
　
　
す
え
て
つ
こ

よ
く
お
ん
ぶ
し
て
く
れ
た

お
と
う
さ
ん

も
う
い
ち
ど
　
お
ん
ぶ
し
て
も
ら
い
た
い

お
と
う
さ
ん

よ
う
ち
え
ん
で

．
お
と
う
さ
ん
の
い
な
い
ひ
と

視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
（
5
）

（
足
立
）

わ
た
し
ひ
と
り

な
ぜ
　
お
と
う
さ
ん
し
ん
だ
の

ち
ち
の
ひ

み
ん
な
お
と
う
さ
ん
の
か
お
か
い
た

わ
た
し
は

お
に
い
さ
ん
の
か
お
か
い
た

お
み
や
げ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ぜ
　
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
わ
れ
た
の

あ
た
ま
も
あ
ん
な
に
わ
れ
た
の

お
と
う
さ
ん

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
新
聞
に
載
っ
て
い
た
詩
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
作
品
も
ま
た
、

「
死
を
み
つ
め
る
詩
」
と
い
う
意
味
で
、
前
の
詩
と
の
関
連
で
え
ら
ば
れ
て
い
る
。

六
才
の
子
の
幼
い
文
章
を
、
生
徒
た
ち
は
、
ど
ん
な
手
応
え
で
書
き
写
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
「
わ
た
し
は
」
と
書
く
こ
と
で
、
六
才
の
作
者
を
虚
構
的
に
生
き
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
K
子
は
、
「
小
学
校
で
私
と
同
じ
組
だ
っ
た
篠
田
と
い
う
子
が
、

お
父
さ
ん
で
は
な
い
け
ど
、
お
母
さ
ん
を
ガ
ソ
で
亡
く
し
ま
し
た
。
そ
の
子
も
、
す

え
て
つ
こ
さ
ん
と
同
じ
年
で
お
母
さ
ん
を
な
く
し
た
の
で
す
。
『
母
の
目
』
、
み
ん
な

に
、
お
ま
え
は
お
母
さ
ん
が
い
な
い
か
ら
白
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ソ
だ
、
と
言
わ
れ
た
。

の
で
、
そ
の
子
は
オ
ル
ガ
ソ
に
も
た
れ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
か
わ
い
そ
う

で
し
た
」
．
と
、
書
い
て
い
る
。

　
「
三
目
間
の
健
康
」
「
僕
の
夢
」
「
わ
れ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
の
三
編
は
、
す
べ
て
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視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
（
5
）

（
足
立
）

日
記
ふ
う
の
作
品
で
あ
っ
た
。
指
導
者
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
か
ら
、
自
分
で
も
詩
を

作
っ
て
み
た
い
、
と
い
う
生
徒
が
ふ
え
て
き
た
と
い
う
。
明
ら
か
に
、
こ
れ
ら
の
作

品
の
影
響
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
自
作
の
詩
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た
。
S
子

の
目
次
で
は
、
「
ふ
え
の
音
」
（
自
作
）
が
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
次
に
、
生
徒
た
ち
の
「
わ
た
し
の
好
き
な
詩
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

も
、
個
別
化
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
S
子
の
目
次
の
「
明
［
口
の
愛
」
（
山
口
洋
子
）

が
そ
う
で
あ
る
。
生
徒
の
好
き
な
詩
に
は
、
流
行
歌
、
童
謡
、
自
由
詩
、
定
型
詩
、

な
か
に
は
英
語
の
詩
ま
で
あ
っ
て
、
「
と
に
か
く
多
種
多
様
で
あ
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
も
ま
た
、
個
別
化
の
場
面
の
演
出
と
み
ら
れ
る
。
視
写
と
い
う
単

純
な
学
習
を
、
ど
う
変
化
さ
せ
て
い
く
か
。
工
夫
の
必
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
3
　
二
学
期
の
実
践

　
「
も
く
じ
」
を
み
る
と
、
「
あ
い
う
え
お
・
ん
」
以
後
、
詩
の
傾
向
が
一
変
し
て

い
る
。
二
学
期
に
な
る
と
、
「
こ
と
ば
あ
そ
び
の
詩
」
の
連
続
で
あ
る
。
一
学
期
に

は
、
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
傾
向
の
作
品
で
あ
る
。

い
る
か
い
な
い
か

い
な
い
か
い
る
か

い
る
い
る
い
る
か

い
っ
ぱ
い
い
る
か

ね
て
い
る
い
る
か

ゆ
め
み
て
い
る
か

　
『
こ
と
ば
あ
そ
び
う
た
』
と
い
う
詩
集
の
作
品
で
あ
る
。
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
詩
な

の
で
、
音
読
教
材
と
し
て
よ
く
使
用
さ
れ
る
が
、
視
写
教
材
と
し
て
は
例
が
な
い
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
ひ
ら
が
な
だ
け
の
作
品
の
視
写
は
新
鮮
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

足
立
氏
は
、
「
学
力
の
低
い
生
徒
は
目
を
光
ら
せ
た
。
こ
の
生
徒
ら
の
目
の
美
し
さ

を
、
わ
た
し
は
今
も
忘
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ひ
ら
が
な
と
い
う
表
現
法

と
、
リ
ズ
ム
感
と
、
ナ
ソ
セ
ソ
ス
性
の
効
果
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
の
「
わ
れ
た
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
」
と
ち
が
っ
て
、
詩
の
表
現
法
と
し
て
の
ひ
ら
が
な
で
あ
る
。

い
る
か
．

谷
川
俊
太
郎

ま
た

谷
川
俊
太
郎

い
る
か
い
る
か

い
な
い
か
い
る
か

い
な
い
い
な
い
い
る
か

い
つ
な
ら
い
る
か

よ
る
な
ら
い
る
か

ま
た
き
て
み
る
か

ま
た
か

　
ま
た
だ

　
　
ま
た
ま
た
か

　
　
　
ま
た
ま
た
さ

　
　
　
　
な
れ
っ
こ
だ
な

　
　
　
　
　
な
れ
っ
こ
さ

　
　
　
　
　
　
よ
く
な
い
な



ププ
ンソ

よ
く
な
い
よ

　
ど
う
す
る

　
　
ど
う
し
よ
う

　
　
1
怒
る
か

　
　
　
　
怒
ろ
う

　
「
日
本
語
の
お
け
い
こ
」
「
い
る
か
」
〕
」
と
こ
」
と
、
谷
川
の
作
品
が
つ
づ
い
た

あ
と
、
こ
れ
も
ま
た
、
谷
川
の
作
品
で
あ
る
。
「
こ
と
ば
あ
そ
び
の
詩
」
の
視
写
が

つ
づ
く
頃
、
一
人
の
女
生
徒
が
「
お
も
し
ろ
い
詩
を
み
つ
け
ま
し
た
」
と
言
っ
て
、

て
い
ね
い
に
原
稿
用
紙
に
書
き
写
し
て
き
た
詩
が
あ
っ
た
、
と
い
う
。
そ
れ
が
こ
の

作
品
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
視
写
に
使
用
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
生
徒
た
ち
の
「
わ
た
し

の
す
き
な
詩
」
も
、
と
き
に
、
ご
く
自
然
な
形
で
教
材
化
さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
詩
は
、
調
べ
て
み
る
と
、
『
落
書
九
十
九
』
と
い
う
詩
集
の
作
品
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
よ
う
な
構
成
の
面
白
さ
も
、
音
読
よ
り
視
写
に
お
い
て
、
確
か
な
手
応

え
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
こ
と
ば
あ
そ
び
の
詩
」
は
、
一
般
に
音
読
教
材
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
視
写
教
材
と
し
て
の
可
能
性
も
大
き
く
、
も
っ
と
開
発
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

　
「
こ
と
ば
あ
そ
び
の
詩
」
の
視
写
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
秋
も
深
ま
っ
て
き

た
の
で
、
次
の
よ
う
な
詩
が
視
写
さ
れ
て
い
る
。

さ
む
い
ね
。

あ
あ
さ
む
い
ね
。

虫
が
な
い
て
る
ね
。

あ
あ
虫
が
な
い
て
る
ね
。

も
う
す
ぐ
土
の
中
だ
ね
。

土
の
中
は
い
や
だ
ね
。
、

や
せ
た
ね
。

君
も
ず
い
ぶ
ん
や
せ
た
ね
。

ど
こ
が
こ
ん
な
に
切
な
い
ん
だ
ろ
う
ね
。

腹
だ
ろ
う
ね
。

腹
と
っ
た
ら
死
ぬ
だ
ろ
う
ね
。

死
に
た
か
あ
な
い
ね
。

さ
む
い
ね
。

あ
あ
虫
が
な
い
て
る
ね
。

　
こ
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
く
、
冬
眠
を
前
に
し
た
蛙
ど
う
し
の
さ
み
し
い
会
話
の
詩

で
あ
る
。
つ
づ
く
「
い
ぽ
」
も
、
同
じ
詩
人
の
蛙
の
詩
で
あ
る
。
「
秋
の
夜
の
会
話
」

の
視
写
の
途
中
で
、
一
人
の
男
子
生
徒
が
探
し
て
き
た
詩
で
あ
っ
た
。
生
徒
の
え
ら

ん
だ
「
わ
た
し
の
好
き
な
詩
」
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
視
写
さ
れ
た
の
は
、
次
の
詩
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
定
に
は
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

u

秋
の
夜
の
会
話

草
野
心
平

凧

深
尾
須
磨
子

視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
一
5
一

（
足
立
）
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視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
（
5
）
（
足
立
）

高
い
ね

ず
い
ぶ
ん
高
い
ね

も
う
ち
ょ
っ
と
だ

も
う
ち
ょ
っ
と
で
空
が
の
ぞ
け
る

見
て
お
く
れ
よ

空
が
寝
て
い
る
か

起
き
て
い
る
か

そ
れ
と
も
お
茶
で
も
の
ん
で
い
る
か

毛
う
ち
ょ
っ
と
だ

う
ん
と
背
の
び
を
し
て

も
う
ち
ょ
っ
と
だ

も
う
ち
ょ
っ
と
の
ち
ょ
っ
と
の
と
こ
ろ
だ

　
地
上
の
蛙
か
ら
、
天
空
の
凧
へ
と
、
大
き
く
視
野
が
広
が
っ
た
。
語
り
の
口
調
に
、

軽
妙
な
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
詩
を
知
っ
て
い
た
、
小
学
校
の
と

き
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
ら
し
く
、
な
つ
か
し
い
詩
の
視
写
と
な
っ
た
。

　
蛙
と
凧
と
い
う
題
材
に
共
通
点
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
会
話
ふ
う
の
詩
で
あ
る
。

擬
人
化
さ
れ
た
人
物
の
語
り
の
文
体
と
い
う
点
で
、
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
二
編
は
、

同
じ
よ
う
な
表
現
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
、
え
ら
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詩
の

形
式
に
対
す
る
注
目
で
あ
る
。
語
り
の
文
体
は
、
語
る
人
物
に
同
化
し
や
す
い
表
現

法
で
あ
る
。
語
り
の
文
体
を
視
写
す
る
こ
と
で
人
物
に
同
化
し
、
虚
構
の
他
者
の
内

面
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
の
頃
に
、
次
の
よ
う
な
現
象
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

《
こ
の
こ
ろ
、
わ
た
し
は
一
つ
の
発
見
を
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
ク
ラ
ス
で
、
生
徒

み
ん
な
が
自
習
の
時
間
に
、
自
主
的
に
「
私
の
詩
文
集
」
を
音
読
・
朗
読
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
自
習
の
時
間
と
な
る
と
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
に
な
る
こ
と
が
多
い

の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
わ
た
し
が
教
室
を
の
ぞ
く
と
、
三
三
五
五
集
ま
っ

て
、
詩
を
声
を
出
し
て
読
ん
で
い
る
で
は
な
い
か
。
相
手
に
聞
か
せ
な
が
ら
、
詩
文

集
の
ノ
ー
ト
を
開
い
た
り
閉
じ
た
り
し
て
い
る
生
徒
も
い
た
。
暗
唱
し
て
い
る
の
だ
。

今
、
書
き
な
が
ら
、
光
景
が
眼
前
に
ほ
う
ふ
つ
と
浮
か
ん
で
く
る
。
「
詩
の
あ
る
教

室
」
の
美
し
さ
を
こ
の
時
ほ
ど
強
く
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。
》

　
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
「
視
写
の
力
」
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。
す
で
に
こ
こ
ま
で

に
、
二
〇
編
ち
か
い
詩
が
視
写
さ
れ
て
い
る
。
毎
時
間
、
四
、
五
行
ず
つ
、
五
分
く

ら
い
の
視
写
の
「
持
続
」
に
よ
っ
て
、
詩
の
形
式
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ

た
。
「
持
続
」
の
結
果
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
徒
の
ノ
ー
ト
に
、
『
私
の
詩
文
集
』

と
し
て
結
実
し
つ
つ
あ
る
頃
で
あ
る
。
『
私
の
詩
文
集
』
と
し
て
の
愛
着
が
育
ま
れ

て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
視
写
の
力
」
に
よ
る
現
象
と
み
て
い
い
。

　
二
学
期
の
し
め
く
く
り
は
、
「
さ
よ
う
な
ら
の
歌
」
（
佐
野
美
津
男
）
と
い
う
詩
で

あ
っ
た
。
戦
災
孤
児
と
な
っ
た
作
者
の
自
伝
的
な
作
品
で
あ
る
。
「
三
才
の
と
き
…
」

に
は
じ
ま
り
、
子
ど
も
時
代
に
失
く
し
た
も
の
が
、
各
連
に
書
か
れ
て
い
っ
て
、
「
十

の
と
き
に
戦
争
が
は
げ
し
く
な
り
／
十
一
の
と
き
に
生
れ
た
街
と
別
れ
／
十
二
の
春

に
親
が
死
に
／
ぼ
く
は
自
分
自
身
の
子
ど
も
時
代
に
／
さ
よ
う
な
ら
を
告
げ
た
」
と

結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
を
視
写
す
る
生
徒
た
ち
が
、
い
ま
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
頃

で
あ
る
。
「
生
活
を
ふ
り
返
っ
て
み
て
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
た
の
か
、
多

く
の
生
徒
が
感
動
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
も
ま
た
、
共
感
的
に
受
容

さ
れ
て
い
っ
た
作
品
で
あ
る
。
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4
　
三
学
期
の
実
践

　
三
学
期
に
な
る
と
、
新
し
い
年
と
い
う
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
詩
か
ら
視
写
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
こ
も
ろ

　
　
　
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
　
　
島
崎
藤
村

　
　
小
諸
な
る
古
域
の
ほ
と
り

　
　
雲
白
く
遊
子
悲
し
む

　
　
緑
な
す
は
こ
べ
は
繭
え
ず

　
　
　
　
　
し

　
　
若
草
も
籍
く
に
よ
し
な
し

　
　
　
　
　
　
　
ふ
す
ま

　
　
し
ろ
が
ね
の
余
の
岡
辺

　
　
目
に
溶
け
て
淡
雪
流
る

　
　
－
－
－
－
－
…
（
後
略
）

　
こ
の
あ
と
、
「
千
曲
川
の
ほ
と
り
で
」
「
初
恋
」
と
、
藤
村
の
詩
が
つ
づ
い
て
い
る
。

ど
の
作
品
も
長
編
で
あ
る
。
文
語
・
定
型
（
五
七
調
・
七
五
調
）
を
生
か
し
て
、
「
視

写
し
て
音
読
す
る
」
と
い
う
ふ
う
に
、
こ
れ
ら
の
詩
は
、
視
写
だ
け
で
な
く
音
読
教

材
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
現
代
語
の
失
っ
た
古
語
・
雅
語
が
多
く
、
一
年
生
に
と
っ
て
決
し
て
や
さ
し
い
詩

で
は
な
い
。
こ
の
点
、
足
立
氏
は
、
「
現
代
っ
子
に
、
し
か
も
中
学
一
年
生
と
い
う

年
齢
で
は
、
と
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
わ
か
り
も
し
な
い
の
で
は
な
い

か
と
、
多
少
不
安
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
な
こ
と
に
、
む
ず
か
し
い
こ
と
ば

を
少
し
謝
明
し
て
い
た
だ
げ
で
あ
っ
た
が
、
か
な
り
親
し
み
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら

　
　
　
　
　
　
視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
一
5
一
（
足
立
一

れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
文
語
定
型
の
快
い
リ
ズ
ム
感
や
、
古
語
の
も
つ
古
典
的
な

響
き
が
、
か
え
っ
て
生
徒
た
ち
の
関
心
を
誘
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
定
型
詩
の
整
合
美

は
、
視
写
を
通
し
て
み
る
と
、
表
現
面
の
大
き
な
魅
力
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
藤
村
の
「
初
恋
」
の
あ
と
は
、
主
題
的
な
関
連
を
考
え
て
か
、
「
人
を
恋
ふ
る
歌
」

（
与
謝
野
鉄
幹
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
師
の
若
い
と
き
の
愛
唱
歌
で
あ
っ
た
。
「
生

徒
が
書
き
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
は
う
た
っ
て
や
っ
た
。
詩
を
見
ず
に
歌
え
た
。

…
彼
ら
は
静
か
に
聴
き
、
歌
が
終
わ
る
と
手
を
た
た
い
て
く
れ
た
」
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
「
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
の
詩
教
育
」
に
お
い
て
、
「
教
師
の
詩
」
を
入
れ
る
こ
と

は
大
事
な
フ
ァ
ク
タ
i
で
あ
る
。
国
語
教
師
と
し
て
、
「
み
ず
か
ら
の
詩
」
を
表
現

で
き
る
場
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
最
後
の
作
品
と
な
っ
た
。
「
生
徒
か
ら
の
希
望
も
あ
っ
て
、
宮

沢
賢
治
の
『
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
』
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
／
風
ニ
モ

マ
ケ
ズ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
始
ま
る
、
三
〇
行
の
長
い
作
品
で
あ
る
か
ら
、
何
日

も
か
け
て
視
写
さ
れ
て
い
っ
た
。
最
後
の
作
品
で
あ
る
、
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
ポ
の

か
、
一
行
一
行
て
い
か
い
視
写
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
足
立
氏
は
、

「
生
徒
み
ん
な
へ
の
よ
い
贈
り
物
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
5
　
　
「
あ
と
が
き
」
を
書
く

　
三
学
期
の
最
後
の
授
業
の
目
と
な
っ
た
。
「
こ
の
年
は
、
三
月
十
三
日
が
卒
業
式

で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
の
国
語
の
時
間
に
、
『
私
の
詩
文
集
』
の
整
理
を
し
た
。
ま

ず
ぺ
ー
ジ
を
つ
け
、
次
に
最
初
の
ぺ
ー
ジ
の
空
欄
へ
『
も
く
じ
』
を
入
れ
た
」
と
い

う
。
初
め
に
紹
介
し
た
「
S
子
の
ノ
ー
ト
」
は
、
こ
の
目
に
作
成
さ
れ
た
「
も
く
じ
」

で
あ
る
。

　
「
も
く
じ
」
を
書
き
こ
ん
だ
あ
と
で
、
す
ぐ
に
「
あ
と
が
き
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
あ
と
が
き
」
と
い
う
題
の
作
文
で
あ
る
。
一
年
間
の
視
写
の
記
録
を
め
く
り
な
が
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視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
（
5
）

ら
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

価
で
あ
る
。

（
足
立
）

こ
の
実
践
に
対
す
る
、
生
徒
た
ち
の
率
直
な
評

○
い
ろ
ん
な
詩
が
あ
っ
た
。
少
し
私
た
ち
に
は
む
ず
か
し
い

詩
も
あ
っ
た
が
、
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
詩
も
あ
っ
た
。
私

は
こ
の
詩
の
ノ
ー
ト
に
今
ま
で
一
生
懸
命
書
い
て
き
た
の
に
、

こ
こ
で
も
う
お
し
ま
い
と
は
、
と
て
も
残
念
だ
。
ま
だ
ノ
ー

ト
も
残
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
詩
が
書
け
た
の
に
な

…
。
私
は
詩
を
写
す
よ
り
、
カ
ッ
ト
を
書
く
の
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。
今
度
は
ど
ん
な
絵
を
書
こ
う
か
、
と
迷
い
な
が

ら
、
一
生
懸
命
考
え
た
。
私
は
こ
の
ノ
ー
ト
を
大
人
に
な
る

ま
で
残
し
て
お
き
た
い
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
中
学
一
年

生
の
こ
ろ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

○
私
は
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
一
生
懸
命
書
い
て
つ
く
づ
く
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
ノ
ー
ト
に
は
、
ほ
か
の
ノ
ー
ト

に
な
い
楽
し
さ
や
、
ま
た
悲
し
さ
も
あ
る
、
と
っ
て
も
愉
快

な
ノ
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
み
ん
な
よ
り
字
は
と
て
も

へ
た
だ
け
ど
、
こ
の
ノ
ー
ト
は
思
い
出
ア
ル
バ
ム
に
は
さ
ん

で
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
大
切
に
と
っ
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
今
度
一
年
生
に
な
る
私
た
ち
の
下

の
子
に
も
、
こ
の
詩
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
先
生
ず

っ
と
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ネ
。

○
「
私
の
詩
文
集
」
と
し
て
一
年
間
書
い
て
き
て
、
は
じ
め

は
書
く
の
が
じ
ゃ
ま
く
さ
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。
で
も
、

一
冊
に
な
っ
て
で
き
上
が
る
と
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
私
は

今
、
歌
の
詩
を
作
っ
て
い
ま
す
。
だ
い
た
い
十
ぐ
ら
い
で
き

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
作
れ
た
の
は
、
詩
文
集
を
作
っ
て
い
る

う
ち
に
詩
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
か
ら
、
目
に
見
え
な

い
け
れ
ど
も
詩
を
作
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
「
私
の
詩
文
集
」
を
作
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
し
、
詩
を

作
る
楽
し
さ
も
わ
か
り
ま
し
た
。
と
て
も
よ
か
っ
た
な
あ
、

と
思
い
ま
し
た
。

○
こ
の
詩
文
集
に
は
、
い
ろ
ん
な
人
の
詩
が
た
く
さ
ん
の
っ

て
い
る
の
で
、
私
に
と
っ
て
は
大
切
な
宝
物
の
一
つ
に
な
り

ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
世
界
一
大

事
な
物
な
の
で
す
。
何
年
後
か
に
こ
の
詩
文
集
を
見
る
と
、

と
て
も
な
づ
か
し
く
思
い
出
す
に
ち
が
い
な
い
。
中
学
一
年

生
の
こ
と
や
足
立
先
生
の
こ
と
な
ど
を
、
き
っ
と
頭
に
描
く

に
ち
が
い
な
い
。
（
…
）
だ
か
ら
私
は
結
婚
し
て
も
、
こ
の

詩
文
集
を
大
事
に
持
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は

ノ
ー
ト
を
す
ぐ
捨
て
て
い
た
け
ど
、
何
年
生
の
と
き
ど
ん
な

こ
と
を
書
い
た
の
か
な
あ
、
と
思
う
こ
と
が
と
き
ど
き
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
中
学
校
の
と
き
に
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
と
分
か
る
よ

う
に
い
つ
ま
で
も
私
の
身
の
回
り
に
置
い
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。
中
学
時
代
の
よ
い
思
い
出
と
し
て
…
。
二
年
、
三
年

に
な
っ
て
も
詩
を
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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三
　
『
私
の
詩
文
集
』

の
意
義

　
こ
の
実
践
の
意
義
に
つ
い
。
て
は
、
右
の
「
あ
と
が
き
」
に
尽
き
て
い
よ
う
。
「
継

続
は
力
」
で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
た
ち
は
、
視
写
に
よ
っ
て
十
二
分
に
学
ん
だ
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
詩
の
あ
る
教
室
」
で
、
生
徒
た
ち
が
身
に
つ
け
た
の
は
「
視

写
す
る
力
」
で
あ
る
。

　
こ
の
実
践
は
、
た
だ
、
ひ
た
す
ら
、
「
詩
を
書
き
写
す
こ
と
」
の
持
続
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ほ
ど
単
純
な
「
学
習
」
で
あ
る
。
そ
の
単
純
な
「
学
習
」
が
、
な
ぜ
、
一
年
問

も
持
続
し
、
「
あ
と
が
き
」
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
学
習
後
の
充
実
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
あ
た
り
を
分
析
し
て
み
る
。

　
一
つ
に
は
、
「
視
写
」
と
い
う
学
習
法
で
あ
る
。
「
視
写
」
は
一
般
に
、
言
語
指
導

の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
硬
筆
・
毛
筆
指
導
の
「
書
写
」
を
も
含
み
、
「
文

章
を
書
き
写
す
こ
と
」
で
、
「
視
写
・
聴
写
・
暗
写
」
の
一
つ
で
あ
る
（
久
米
公
「
書

写
」
「
視
写
・
聴
写
・
暗
写
」
『
国
語
科
の
重
要
語
句
三
〇
〇
の
基
礎
知
識
』
）
。
そ
し

て
、
読
解
力
を
つ
け
る
た
め
の
有
力
な
学
習
法
と
も
み
ら
れ
て
い
る
（
青
木
幹
勇
「
視

写
」
『
国
語
教
育
研
究
大
辞
典
』
）
。
こ
う
い
っ
た
定
義
と
比
べ
る
と
、
こ
の
実
践
の

「
視
写
」
は
、
ず
っ
と
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
「
∫
の
た
め
の
視
写
」
と
い
う
発
想
は

な
く
て
、
「
視
写
す
る
」
そ
の
こ
と
が
目
的
の
表
現
活
動
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

教
材
と
し
て
の
「
詩
の
力
」
に
全
幅
の
信
頼
を
お
い
た
実
践
で
あ
っ
た
。
「
詩
を
教

え
る
」
で
も
な
く
「
詩
で
教
え
る
」
で
も
な
く
、
「
詩
が
教
え
る
」
と
い
う
位
相
に

1
限
定
し
た
指
導
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
詩
が
教
え
る
」
と
い
う
位
相
の
開
発
に
、
「
視

写
」
と
い
う
方
法
の
有
効
性
が
実
証
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
同
じ
よ
う
な
表
現
活
動
に
「
音
読
」
（
朗
読
）
が
あ
る
が
、
「
音
読
」
は
、
教
室
全

　
　
　
　
　
　
　
視
写
す
る
力
－
詩
教
育
の
理
論
的
研
究
一
5
）
（
足
立
）

．
員
の
聞
き
手
に
対
す
み
表
現
活
動
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
視
写
」
は
、
自
分
自

身
を
読
み
手
と
し
た
、
自
分
自
身
に
対
す
る
表
現
活
動
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
他

者
を
意
識
す
る
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
、
持
続
的
な
学
習
を

　
可
能
に
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　
「
視
写
」
は
ま
た
、
持
続
す
る
こ
と
で
、
国
語
学
力
の
基
礎
を
育
成
す
る
こ
と
に

な
る
。
「
目
」
で
読
み
、
「
手
」
で
書
き
写
す
と
い
う
実
に
平
板
な
学
習
法
で
あ
る
が
、

平
板
な
だ
げ
に
反
復
が
可
能
で
あ
る
。
〕
」
と
ば
の
力
」
は
、
反
復
学
習
に
よ
っ
て
、

理
解
・
表
現
、
思
考
・
想
像
な
ど
国
語
学
力
の
基
礎
的
な
力
が
、
自
然
に
身
に
つ
い

　
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
二
つ
に
は
、
視
写
教
材
が
「
詩
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
メ
リ
ヅ
ト
で
あ
る
。
小
説
や

説
明
文
の
一
節
で
は
な
く
、
な
ぜ
詩
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
点
で
は
、
「
詩
の
形
」

が
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
と
く
に
「
連
」
の
力
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
「
連
」
は
、
小
さ
な
「
ま
と
ま
り
」
で
あ
る
が
、
小
さ
く
て
も
完
結

し
た
世
界
を
も
っ
て
い
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
詩
と
い
う
文
学
は
、
「
連
」
と
い
う

小
さ
な
世
界
の
連
合
体
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
回
の
視
写
に
、
そ
の
「
連
」
が
大
き

な
区
切
り
目
に
な
る
。
散
文
の
段
落
と
ち
が
い
、
一
行
あ
き
の
「
連
」
の
ま
と
ま
り

は
、
視
覚
的
に
明
確
に
区
分
で
き
る
。
同
じ
詩
文
学
で
も
、
短
歌
や
俳
句
に
は
こ
の

特
色
は
な
く
、
詩
と
い
う
分
野
だ
け
の
構
成
上
の
特
質
で
あ
る
。
こ
の
実
践
は
、
そ

の
「
連
」
の
力
を
大
き
く
機
能
さ
せ
て
い
る
。

　
　
三
つ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
「
詩
」
が
選
定
さ
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
教
材
体
系
に

特
徴
が
あ
る
。
詩
の
選
定
に
は
、
た
く
み
な
バ
ラ
ソ
ス
感
覚
が
み
ら
れ
る
。
一
つ
に

は
詩
の
形
式
的
な
バ
ラ
ソ
ス
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
の
古
典
的
な
文
語
定
型
詩

か
ら
、
大
正
・
昭
和
の
近
代
詩
、
戦
後
の
現
代
詩
と
い
っ
た
バ
ラ
ン
ス
が
、
み
ら
れ

る
。
二
つ
に
は
、
近
代
詩
、
現
代
詩
、
翻
訳
詩
、
少
年
詩
（
児
童
文
学
一
、
児
童
詩
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と
い
っ
た
バ
ラ
ソ
ス
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
シ
リ
ア
ス
な
丸
の
か
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

も
の
ま
で
、
作
風
も
多
様
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
多
様
な
詩
の
世
界
に
ひ
ろ
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
教
材
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
教
師
の

自
主
編
成
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
点
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
「
教

科
書
の
詩
を
教
え
る
」
の
と
違
い
、
教
師
自
身
の
独
自
の
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
が
編
成

で
き
る
方
法
で
あ
る
。
足
立
氏
の
事
例
を
み
て
も
、
『
私
の
詩
文
集
』
と
『
四
季
の

歌
』
と
で
は
全
く
異
質
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
四
つ
に
は
、
学
習
活
動
と
し
て
の
「
カ
ッ
ト
」
の
指
示
が
、
有
効
に
は
た
ら
い
て

い
た
こ
と
が
あ
る
。
「
カ
ッ
ト
を
書
く
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
今
度
は
ど
ん
な

絵
を
書
こ
う
か
と
、
一
生
懸
命
考
え
た
」
（
「
あ
と
が
き
」
）
と
い
う
感
想
が
少
く
な

い
。
詩
に
は
散
文
と
ち
が
っ
て
、
内
容
的
に
も
形
式
的
に
も
「
余
白
」
が
あ
る
。
「
カ

ッ
ト
」
は
、
い
っ
て
み
れ
ば
そ
の
余
白
を
表
現
化
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
同
じ
作

品
が
、
カ
ッ
ト
に
よ
っ
て
自
分
な
り
の
作
品
に
表
現
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
の

面
白
さ
が
「
余
白
」
の
効
能
で
あ
る
。
こ
の
実
践
は
、
生
徒
サ
イ
ド
か
ら
み
る
と
、

自
分
な
り
の
「
詩
画
集
」
を
作
る
活
動
な
の
で
あ
っ
た
。
一
年
が
が
り
で
、
『
世
界

で
た
だ
一
冊
の
詩
画
集
』
を
作
り
あ
げ
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
実
践
が
終
わ
っ
た
と

き
、
大
事
な
一
冊
の
詩
集
と
な
っ
た
所
以
で
あ
る
。

　
五
つ
に
は
、
「
時
問
」
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
前
回
の
柏
原
玲

子
氏
の
場
合
は
、
一
人
一
冊
の
詩
集
を
教
材
と
し
て
、
一
単
元
の
中
で
『
世
界
で
た

だ
一
冊
の
詩
集
を
つ
く
ろ
う
』
と
い
う
実
践
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
「
空
問
」
の
ア
ソ

ソ
ロ
ジ
ー
づ
く
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
こ
れ
は
、
一
年
間
と
い
う
長
い

期
間
で
の
実
践
で
あ
り
、
年
間
の
カ
リ
ュ
キ
ュ
ラ
ム
を
貫
く
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
の
「
時
間
」
は
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
実

践
は
、
国
分
一
太
郎
の
「
現
代
式
写
本
づ
く
“
」
と
い
う
提
案
（
『
君
1
ひ
と
の
子
の

師
で
あ
れ
ば
』
）
に
示
唆
を
受
け
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
分
氏
は
、
「
毎
目
の

放
課
後
、
・
あ
な
た
は
教
室
の
黒
板
に
、
世
界
名
作
の
一
節
を
キ
レ
イ
に
か
い
て
お
く

の
で
す
。
∵
・
子
ど
も
た
ち
は
、
白
い
ノ
ー
ト
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
忘
れ
ず
に

も
っ
て
き
て
、
教
室
に
は
い
っ
た
ら
、
そ
の
一
節
を
白
い
ノ
ー
ト
に
写
し
て
い
く
の
．

で
す
」
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
足
立
氏
は
、
こ
の
提
案
を
受
け
、
中
学
校
の
詩
の
教

室
で
、
実
験
的
に
試
み
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
実
践
は
、
読
解
・
鑑
賞
指
導
と
読
書
指
導
を
む
す
ぶ
試
み
で
も
あ
る
。
二
十

数
編
の
詩
を
教
材
と
す
る
こ
と
で
は
、
読
書
指
導
と
い
え
る
。
が
、
時
間
の
か
か
る

「
視
写
」
や
「
カ
ッ
ト
」
や
「
感
想
文
」
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
の
作
品
と
の
か
か

わ
り
は
、
か
な
り
深
い
。
そ
し
て
一
方
で
、
こ
の
実
践
は
、
個
別
教
材
の
読
解
・
鑑

賞
指
導
へ
の
深
入
り
を
避
け
、
ゆ
る
や
か
な
地
平
に
敢
え
て
身
を
置
い
た
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
る
。
国
語
科
教
育
に
お
い
て
、
「
詩
写
す
る
力
」
と
い
う
も
の
を
、
改
め

て
つ
よ
く
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
実
践
で
あ
る
。
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国
語
科
教
育
研
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室
）


